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て、希望の大学に入って、望んだ会

社に入って。誰もがそういう順風満

帆ということはないだろうとは思い

ますが、そういった経歴というのは、

自分の意志と力で築き上げてきたと

思っている人も多いのではないでし

ょうか。しかし、人生ある時に、そ

ういった自分が全て決めて選んでき

たと思っていたことが驕りであった

と思わされる時が来ます。その時ま

で、大人は大きな力に気付かないの

です。 

一方で、子どもは気付いている。

意識はしていないかもしれません。

しかし、自分の周囲には教師がたく

さんいて、それは自然であったり、

友だちであったり、それがいろいろ

なものを与えてくれて、それを素直

に飲み込んでいくことで自分が成長

していけるということがわかってい

るのです。ところが、大人はそれを

邪魔してしまいます。「あなたに必要

なものはこれだから」「これをしてお

かないと後で困るから」。そう言って、

子どもが素直に吸収しようとしてい

るものをどけて、自分の与えるもの

だけで育てようとしてしまいます。

本来なら、子どもは、自分に相応し

いものを、与えられるままに受けた

ものの中から見分けることができる

はずなのでは、と私は思うのです。 

「子どもを包み込む大きな力」を、

キリスト教では「神さま」が与えて

くださっているものだと考えます。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

いては、親しみを持っています。そ

れは、私が小さいころから教会に行

っていたからです。私が言うまでも

ないことですが、ボーイスカウトの

活動は、キリスト教の祈りを以って

始められました。今は宗教の垣根を

越えているということを聞いていま

す。垣根を越えて、何か大きなもの、

それはどう表現していいかわからな

いのですが、人間の力を超越した大

きなものを感じつつ、この活動が進

められているということなのではな

いでしょうか。大人になると、この

大きな何かを感じる力が弱まるよう

に思います。これは、私が子育てを

していて思ったことです。私には４

人の子どもがいます。それぞれを育

てていて思うのですが、子どもとい

うのは、親が教えることよりも遥か

に多くのことを自分で学んでいま

す。そして、それを親に教えてくれ

ます。相対的に見て、親が子に教え

ることよりも、子が自分で学んで親

に教えることの方が多いのではない

かと思うほどです。大人というのは、

今身につけている知識や経験は自分

の力で獲得したと思ってしまいがち

です。実際に勉強して、いい点を取っ 

私は霊南坂教会

に来て初めてスカ

ウトに関わりまし

たが、その精神と

言いましょうか、

根っこの部分につ

い は、親し を

っています。 

Remember，you are YOU. 

You have your own life to 
live, and if you want to be 
successful, if you want to be 
happy, it is you who have to 
gain it for yourself. 
        Rovering to Success 
           

 

 

 

 

 

 

 

 ベーデン・パウエル卿の言葉 

 

あなたは、あなた自身であるこ

とを忘れてはいけない。 

あなたには、あなたの生きるべき

人生があり、成功して、幸せな人

生を望むならば、あなた自身の努

力でつかまなくてはなりません。 

賜物を生かす     霊南坂教会牧師   井上 創 

 

 

 

 

 

それは、それぞれに違う大切な、神

さまからの賜り物です。 

半年の間、ボーイスカウトに関わ

ってきましたが、スカウトでもそれ

ぞれの持っている力を持ち寄って

活動に取り組んでいるのだと感じ

ました。親として、一人の大人とし

て、素直に大きな力と向き合ってい

る子どもたちの成長を見守り、また

支えていくことができたらと思っ

ています。 

２０１６年 

１月２５日号 

 

 

No.４９ 

 

 

 

 

みんな仲間だ！霊南坂スカウト！ 

発行：霊南坂スカウトクラブ／日本基督教団霊南坂教会内 

〒107-0052東京都港区赤坂1-14-3 電話：03-3583-0403 

ホームページ  http://reinanzaka-sc.o.oo7.jp/ 

    



― 2 ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

霊南坂スカウト 誕生７０周年を迎えるにあたって 

 １９４７年この赤坂霊南坂教会の地にボーイスカウ

ト港第１団（旧東京第4隊）、ガールスカウト東京都第

４団が発足してから、２０１７年に７０周年を迎えま

す。人の一生ほどの年月を同じこの霊南坂教会の地でス

カウト運動を続けて来られたのは、そこに集ってきたス

カウト、リーダー、保護者、またスカウト運動を見守り

続けてくださった神様、霊南坂教会の方々の支えがあっ

てのことです。 

 ２０１７年４月２９日（土）、霊南坂スカウト７０周

年記念行事を開催することとなりました。ボーイスカウ

ト港第１団、ガールスカウト東京都第４団、霊南坂スカ

ウトクラブ（OG,OB）の三者でこの記念すべき日を共

に祝うこととし、企画委員会が立ち上げられました。こ

れから１年 3 カ月間かけて準備してまいります。スカ

ウトもリーダーも、保護者、OB,OGも７０周年の喜び

を共に味わい、共に歩みたいと願いお知らせいたしま

す。 

 
７０周年記念行事企画委員会が発足しました 

委員長  清水 康輝 

行事内容 

① 礼拝：後宮牧師  

  オルガン：今井奈緒子  

司会、お祈り、献金等の担当は例年クリスマス礼

拝と同じ。 

② 式典：テーマ「信じる心」に沿って実施する。 

ディレクター：ガール：鈴木光代 

ボーイ：小崎(信) 

③ 祝会（Teaパーティ程度）： 

④ ７０周年記念パーティー：スカウトクラブが計画 

立案、実施を担当する。 

記念行事実施日  2017年4月29日（土） 

テーマ          「信じる心」 

企画委員会の組織 

   企画委員長  清水 康輝（BS） 

企画副委員長 鈴木 充代（GS） 

書記 内藤 正樹（BS）、向殿 裕子（GS） 

会計  臼井 純一（SC）、古谷 久代（GS） 

小野 俊夫（BS） 

委員 西郷 崇子（SC）、倉持雅人 (SC) 

実行委員会委員 

①   式典・礼拝 

     

              

 

    

     

     

    

     

     

      

思い起こせば「霊南坂スカウトクラブ」の誕生は「霊

南坂スカウト」５０周年を迎える３年前に準備を始め

た１９９４年２月のことでした。５０周年にウィリア

ムスさんを日本にご招待をすることと、現役団の支援

と会員相互の親睦と奉仕を目的に誕生しました。 

「霊南坂スカウトクラブ」は他団のスカウトクラブ

と違い、ボーイスカウトとガールスカウトの OB/OG

が共にメンバーとなっていることです。 

７０周年ともなると、発団当時のことを知る者も少

なくなり、また記憶の薄れてゆくことも多くなります

のと、長い道のりの過程で抜け落ちていることも多

く、この機に改めて「霊南坂スカウトの７０年の歩み」

年表の改訂版作成の準備を進めることになりました。

どんなことでも思い出に残る事柄がありましたら、な

ん年に・どこで・どんな催しだったかをご一報いただ

きたいです。 

”Once a Scout,always a Scout”はスカウトクラブ

の大きな指針です。今はそれぞれの道を歩まれスカウ

トのことを忘れている方も、ぜひこの時、今一度懐か

しの「霊南坂スカウト」を思い起こしていただけるこ

とを願ってやみません。 

２０１７年４月２９日（土）を７０周年を祝う日と

いたしましたので是非ご参集ください。詳細はこれか

ら練りに練られていずれ改めてご案内いたしますが、

覚えていただき、当日は霊南坂の森に一人でも多くの

懐かしい面々が集まられるのをお待ちします。元気で

その日を迎えられることを楽しみにしております。 

 

 

 

 

        BS 小崎(信)（会計）・五十嵐 

         GS 備後(委員長)、箸本（書記）、 

小山(睦)（書記）、 大塚 

②   記念品 

        BS 小野（委員長）、増山（書記）、増田 

        GS 斎藤、枝迫（会計） 

③   記念誌 

       BS 矢野、濱田、山菅、西石垣 

       GS 小山（利）、余村 

④  祝会 香川、向殿  

⑤ 年表「霊南坂スカウトの歩み」改訂版 

    SC  スカウトクラブ 

霊南坂スカウト７０周年に向けて 

              スカウトクラブ   西郷崇子 
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７０周年の節目を前にして  名誉団委員長  

 杉原 正 

今年は戦後７０年。戦後７０年の首相談話で世論が

沸いた。終戦１年半後の１９４７年、霊南坂教会でス

カウト活動が始まりました。いま７０年の節目を前に

してスカウト運動に関わった一人として想うことが

あります。 

１年の節目を想うとき、“１年の計は元旦にあり”

を思い起こします。作家の井上靖氏は（元旦に）の中

で「お正月が何を意味するのかは知らない」としなが

ら「人間の一生が少々長過ぎるので神様が、それを３

６５日ずつに区切ったのだ。そして区切り、区切りの

階段で人間がひと休みするということだ。」としてい

ます。 

ある新聞のコラムを借りれば「１年３６５日の区切

りを人生という階段に例えれば、５年、１０年区切り

は途中に設けられた踊り場だろう。」としています。

踊り場である７０年という＜節目＞は、人々がそこに

佇んで「来し方」を顧みる（通り過ぎたあとを振り返

って見る、もう一度考えてみる）。同時に「行く末」

を見詰める（対象、目標から目をそらさずに、それだ

けを見続ける）ことではないか。この踊り場は「過去

を忘れるな、振り返れ。」と自らを戒めて設けた知恵

ではないでしょうか。この踊り場に向かって階段を進

む後に続くスカウト達がいることを先に歩んだもの

は忘れてはならない。７０年の踊り場の前に佇むと

き、次の世代に何を繋げてゆくのか。とくにチャーチ

スカウトとして何を手渡（継承）すのか、が問われて

います。 

ボーイスカウト、ガールスカウトの創始者B-Pがス

カウト運動の理念に基づいて設けた「ちかい（やくそ

く）」と「おきて」に共通することは、「名誉にかけて

（On my Honor）であり「おきて」の初めは“スカウ

トの名誉は信頼されることである”と提示していま

す。「スカウトは誠実である。」の副文に“スカウトの

真の資格は、信用され得る人間のみに与えられる。信

頼されて託された任務（役割）を正確に行うことなど

は、すべてスカウトの名誉を保つ基礎である”として

います。 

いま現役で活動するスカウト、リーダーまたかって

スカウト、リーダーや関係者も踊り場に佇む７０年の

節目の前のこのとき、”Once a Scout,always a Scout”

を心に深く留めたいと思います。“名誉にかけて”と

誓い、“On my Honor”と約束したことを思い起こし

つつ７０年目の節目に備えたいと願っています。 

おもいで             大岩 久 

１９４７年６月に、小崎朝子先生（芹野朝子先生）

が初代リーダーとなり、ガールスカウト東京第四団は

始まりました。はじめはアメリカ人のリーダーが指導

にあたりましたが、すぐその手を離れて、教会学校の

生徒を中心に「やくそくとおきて」で始まり、歌やゲ

ーム、ダンスなどで楽しみ、なわむすび、救急法など

を学ぶと、あっという間に２時間のミーティングが過

ぎたのでした。 

 第二次大戦後、家や学校を焼かれ、食糧不足もあり、

少年少女たちからは笑顔が失われていることに大人た

ちは責任を感じていました。ＧＨＱ（連合国軍総司令

部）は、そんな時ボーイスカウト・ガールスカウト運

動を推進したのでした。 

 四団は、日本に駐在していた米軍人の子弟たちとの

交流も盛んで、よく招かれてワシントンハイツや、グ

ランドハイツに行き、歌ったり踊ったりゲームをした

り、つたない英語でおしゃべりをしたりして親睦を深

めました。 

 １９５５年、スイスのアワ・シャレーで開催された

ジュリエット・ロー・セッションに戦後初めての日本

代表として四団から萬井潤子さんが選ばれ、京都の堀

口愛子さんと共に参加しました。 

 キャンプは、はじめのうちは舎営でしたが、だんだ

ん「テントで寝たい」要望が高まり、ついにＢＳ四隊

（現港１団）からテントを借りて八ヶ岳農場ではじめ

てのテント生活を体験したのでした。高塚伝道師（後

の主任牧師）と父兄１人がガードをしてくださり「私

の青春時代は戦争で楽しいことは何もなかった」とい

うお母様も参加されてそれは楽しく、有意義なキャン

プでした。 

 ＢＳ四隊（現港１団）とは、日赤の救急法の講習会、

バスピクニック、子供会、クリスマス会など、よく合

同で活動しました。 

 １８歳で団を卒業した少女たちは、新しい団を作っ

たり、ＧＳの国際的な仕事に携わったり、四団のブラ

ウニーを発団させたりと様々な働きをしています。 

 団員数が増えた時は嬉しかったけれど、ものすごく

減ってもう止めるしかないかと思ったこともあり、

色々ありましたが、今創立７０周年をむかえるのは感

無量です。 

 「自分が幸せでいる時、世の中には不幸な人が大勢

いる、ということを忘れないでいられる人間でありた

い」とは、キャンプファイヤーの時あるスカウトが誓

った言葉です。 
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          第２３回 世界ジャンボリーが日本で開催されました 

４年に１度開かれる「世界スカウトジャンボリー」は、２０１５年、山口県・きらら

浜で第２３回を開催し、世界１６２の国と地域から約3万5千人の青少年が集まり、和

をテーマに２週間にわたり、キャンプをしながら「世界の仲間」と体験を共有しました。 

霊南坂スカウトはボーイ隊から木村亮介、鈴木隆斗、戸部公晴、増田友紀、鈴木智之、

北哲矢、ベンチャー隊から小原 晋、矢野智大君ら８名が参加しました。 

 

 

「また行きたい！ジャンボリー！」 

ボーイ隊  鈴木 隆斗 

ジャンボリーの感想は『感動』の一言だ。 

英語が苦手で話せなくても楽しめる。ジェスチャーや

スカウトと言うだけで、どんな国の人とも友達になれ

る。一緒に活動し、一緒に感動できる。 

地域訪問の小学校では地元の踊りを僕たちのため

に練習してきてくれて、上手に踊ってくれた。東京人

と言うだけで子供たちが興味をしめし寄ってくる。一

緒にけん玉や竹とんぼで遊び、帰る時にはもう少し居

たいと思った。 

 ジャンボリーは人がいっぱい、どこでも並ぶ。列に

並ぶだけで海外のスカウトと踊ったり、名刺交換し

て、その時間も楽しんで仲良くなれる。神輿を担げば

大声でわっしょい、わっしょいと言うだけで仲間を集

めて楽しみを共有することができる。 

広島のPeace Moduleに出たのは2回だが、何度行

ってもこの歴史は忘れる事のできない事だと思う。原

 

爆資料館に行った後原爆についてのビデオを見たそ

の後に自分の今の感想を言うということで、ある外国

のスカウトが「もし核兵器を使おうとする人がいたら

ここに連れてきて原爆の悲惨さを見せたい」と言って

いた。僕は、みんなの前で堂々と言えてすごいなと思

ってしまった。 

僕の場合、ジャンボリーの始まる前からジャンボリ

ーに来た海外スカウトと会うことができた。日本の知

人を頼って、会場入りする前に、母の所属するガール

スカウトの団に来て、交流していた。パレスチナとド

イツの隊長は、「このスカウトの絆を大切にしたい、

そして世界平和のつながりにしたい」と言っていた。

苦手な英語だったけど、その気持ちと平和の言葉は僕

にも伝わり大切にしたいと思った。 

こんな僕を支えてくれた隊長たちや ISTの人達、多

くの人に感謝し、今度のジャンボリーでは、僕が支え

られる様な人になれるよう、スカウト活動を続けて行

きたいと思っている。 
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世界スカウトジャンボリーを訪れた皇太子殿下と 

ボーイスカウトの知られざるご関係 

磯山友幸 （経済ジャーナリスト） 

山口県山口市阿知須のきらら浜で開かれた「第 23

回世界スカウトジャンボリー（23WSJ）」の会場を 8

月 2 日、皇太子殿下が訪れた。世界スカウトジャンボ

リーは、4 年ごとに中高生年代のスカウトと指導者が

世界中から集まるキャンプ大会。今回は7月28日から

８月8日までの12日間、158の国と地域から集まった

3万3000人を超す参加者が野外生活をしながら、様々

な交流プログラムを行った。 

 

 よほど強く印象に残ったキャンプだったのだろう。翌

83年4月には東京・赤坂にある東宮御所の庭で、同じメ

ンバーによる1泊2日のキャンプが行われたという。来

賓用ではない、ボーイスカウト流の本物のキャンプを体

験したいというご希望で、テント張りから料理づくり、

皿洗いまでを経験されたという。 

2 日目のお昼には、皇太子ご夫妻（現在の天皇皇后両

陛下）と礼宮殿下（現在の秋篠宮殿下）もキャンプサイ

トを訪れ、浩宮殿下（現・皇太子殿下）とスカウトたち

が作ったカレーライスを召し上がられたそうだ。 

 当時の曽我剛・東宮侍従がこの時のスカウトたちメン

バーのグループに、殿下のお印の「梓（あずさ）にちな

んで「梓友隊」（しゆうたい）と命名。その後も交流が続

いているという。 

 1986 年の日本ジャンボリーでは別の代表スカウトた

ちとのキャンプ生活も経験されたほか、その後のジャン

ボリーも欠かさず参加されている。  

 2010 年に皇太子殿下がケニアを公式訪問された際に

は、ニィエリ市にあるホテル・アウトスパンに立ち寄ら

れた。実はこのホテルの敷地内には、スカウト運動の創

始者だったベーデン＝パウエル卿（B-P）が終の棲家と

したコテージ「パックス・トゥ（Paxtu）」があるほか、

B-P と妻オレブ・ベーデン＝パウエルの墓所もある。熱

心なボーイスカウトでも中々訪ねることができないスカ

ウトの「聖地」だ。 

 公表されている公式日程にはコテージを訪ねた事実は

記載されておらず、スカウト関係者も長年それを知らな

かったそうだが、梓友隊のメンバーに会われた際に、殿

下ご自身から「B-P のコテージに行ってきました」と明 

かされたという。  （→次ページにつづく） 

たちを激励されたほか、各国のスカウト活動を展示し

たテントなどをご覧になった。また、大会期間中最大

のイベントである「アリーナショー」でお言葉を述べ

られた。 

「私自身、日本ジャンボリーに 1978 年以来、毎回参

加してきたほか、1982年と1986年のジャンボリーで

は野外料理やテント生活を体験しました。私が非常に

大事にしている、その素晴らしく、忘れられない思い

出は、今も深く心に染み込んでいます」 

そう皇太子殿下ご自身が英語で語られているよう

に、殿下とボーイスカウトの交流の歴史は長い。殿下

ご自身がスカウト関係者に語られたお話によると、学

習院の初等科に通われていたころ、学校内のイベント

で学習院のボーイスカウト「東京 21 団（現・豊島 1

団）」が丸太とロープでモンキー・ブリッジを作り、子

供たちを渡らせていたのだという。これをご覧になっ

たのがボーイスカウトとの「出会い」だったそうだ。 

1978 年に御殿場で行われた日本ジャンボリーには

当時の皇太子（今の天皇陛下）ご一家がおそろいで参

加された。82年に南蔵王で行われた8回大会では、皇

太子殿下が代表スカウトたちとキャンプ生活を送ら

れ、実際にテントで１泊されている。この実現を強く

望まれたのは、同世代のスカウトたちとの交流を考え

られた今の天皇陛下だったという。 

 ジャンボリー会場の一角で、3 人の指導者と全国か

ら選ばれた 13 人のスカウトと共に、キャンプ生活を

経験された。夕食を一緒にとられた後、キャンプ・フ

撮影：生津勝隆 

会場を訪れ

た皇太子殿

下は、色とり

どりのテン

トが張られ

たキャンプ

サイトを訪

れ、スカウト

た 激励 

ァイアーを体験され、夜は2 人のスカウトと共にテント

で就寝された。「一般のボーイスカウトが行っていたキャ

ンプ生活の一端を、できる限り味わっていただこうと 

考えた」とその際に隊長を務めた杉原正・ボーイスカウ 

ト日本連盟先達はのちに語っている。 
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スカウトクラブ 年会費・賛助金 納入者名（年度に拘らず）           （敬称略） 

霊南坂スカウトクラブは皆様の年会費と賛助金、バザーなどでの収益金によって運営しております。 

今年より「ゆうちょ銀行」振込先番号が変わりました00170-4-765234の伝票をお使いください。 

 

 
Hennings 光（山崎） 

Lee 直美江  （太田） 

Ritchie 昌子（萩原） 

Wybomルミ子（村越） 

青木 義明 

縣 麻里子 （五十嵐） 

朱村 宏 

浅田きよみ 

足立 園恵 （八木｝ 

足立 ふみ （竹内｝ 

安積 発也 

荒垣 恒英 

有馬 健太郎 

安西 松江 

飯島 千恵子 （井出） 

飯泉 和行 

飯田 誠子 

五十嵐 佐和江 

五十嵐 洋子 

井川 重夫 

池田 早苗  （清水） 

石井 喜美江 （今田） 

石井 道子 

石川 正巳 

石田 隆一 

五十野 和男 

井出 奈々子 

伊藤 由紀子 

犬飼 勇雄 

井上 純 

井上 大成 

井上 登志子 

今井 哲哉 

今井 奈緒子 

石見良明 

上原 榮一 

宇佐美 暁 

宇佐美 幸子 

臼井 純一 

宇田川 和子 

宇田川 淑明 

海上 春之 

浦野 須磨子 

浦野 真生 

遠藤 斗紀雄 

大石 朋子  （松崎） 

大石 みちこ 

大岩 久   （志水） 

大内 真人 

大賀 由紀子（小久保） 

大川 修 

大故 晉一 

大島 啓義 

太田 幸子 

大谷 徳義 

大塚 多恵子 

大槻 敬太朗 

大槻 将嗣 

大中 誠 

大浜 良友 

大室 洋子 （伊藤） 

岡田 茂 

岡田 靖子 （神藤） 

岡本 友子 

岡田 洋子 

小川 朋子 

沖本 尚子（小久保） 

尾崎 裕幸 

小澤 宏亘 

小田島 典子 

落合 光治 

海上 春之 

葛西 瑛子・邦武 

笠木 悦子 （佐脇） 

片岡 孝 

可知 清和 

加藤 佑二・美江 

金森 勝芳 

金子 和樹 

金子 康子 （加藤） 

神谷 和子 

川 正興 

川 洋子 

河合 潤子 （萬井） 

川嵜 豊 

川名キヨミ 

川並 光昭 

川原 るみ子（百塚） 

菊田 方晴 

菊本 悦子 

木崎 かおる （柳） 

城所 繁子 

岸田 順子 （池田） 

木田 節子 （遠藤） 

北畑十思子（長谷川） 

北原 陽介 

北村 直子 （矢澤） 

木下 忠昭 

木下 靖枝 （松井） 

木村 恵子 （田中） 

九鬼 隆甫 

日下部 英一 

櫛部 ふじ 

来代 早苗 

倉田 侑貴子（檀上） 

倉持 和子 （安保） 

倉持 雅人 

黒田 朋子 （国谷） 

黒部 愛子 

黒部 峰子 

小池 四郎 

小池 緑  （西家） 

河内 潔 

小河 るり子 

小坂 洋子・秀一 

小﨑 敬子 

小﨑 忠雄 

小﨑 美恵 

小林 昭夫 

小林 孝江 

後藤田 淳子 

小田島 典子 

小松 正太郎 

小宮 忠紀 

小柳 末利 （中川） 

西郷 崇子  （原） 

斎藤 圭子 （厚木） 

斎藤 忠雄・芳子 

斎藤 文雄 

＊匿名希望Ｓさん 

榊原 直子 

桜井 啓子 （中野) 

笹本 信子 （中田） 

佐藤 馮 

佐藤 智子 

佐藤八重子（小鹿） 

澤田 明秀 

篠沢 明 

嶋内 理恵子（永山） 

島村 寛 

志水 功 

清水 康輝 

清水 裕 

下河辺 元春 

上子 千珠子（鷲崎） 

白井 満 

城所 繁子 

神藤 英昌 

菅家 朗 

杉田 憲彦 

杉原 正 

杉原 直明 

鈴木 栄子 （関本） 

鈴木 治之 

鈴木 晴江 （中川） 

鈴木 孝典 

鈴木 武夫 

鈴木 範子 （豊原） 

鈴木 浩之 

須田 美弥子 

諏訪原 礼子(斎藤) 

関口 敦夫 

関山 真理子 (川) 

芹野 朝子 （小崎） 

高嶋ひろ子（渡邊） 

高玉 大 

高鍋 美和 （加藤） 

高柳 彰男 

高橋 温子 

高橋 俊 

高橋 準一 

高橋 弘長 

竹本 裕子 

龍 茂久 

龍 忍・永久子 

田付 茉莉子 （大内） 

龍澤 ゆり子 

田中 新二 

田中 節子  （犬飼） 

田村 真美子（津布久） 

中郡 伸一 

塚田 洋子 

寺田 善次郎 

遠山 兼宏 

時枝 紀子 

戸田 健次郎 

友常 明子  （里見） 

豊田 麻利子 （針替） 

内藤 知恵子 （針替） 

内藤 正樹 

長井 利美 

中郡 伸一 

中島 国昭・文子 

中島 千賀子 

中田 豊 

中谷 和子 

中村 秀美  （菅野） 

中村 美津江 （佐藤） 

長山 紀美代 

永山 茂樹 

永橋牧子   (黒部) 

西石垣 文江 （今田） 

西川 安子  （九鬼） 

西谷 芳美  （渡邊） 

野口 佐都子 

萩原 真伊子 （山田） 

長谷川 幸男 

畠山 幸子  （新井） 

服部 保子 

浜野 恵子  （小林） 

林 美枝子 （大久保） 

林田 町子 

林田 勇武 

原 陽一 

針替 茂人 

針替 冨美子 

半田 貴久 

檜垣 君子  （鈴木） 

日野 珠子 （日下部）  

平井 幸彦 

平木 庸匡 

深瀬智子 （五十嵐）  

藤井千鶴子（長谷部） 

藤沢 ゆう子 

古矢 紘一 

古谷 久代 （岸田） 

伯耆 柚子 （小島） 

真木 宗一郎 

牧 輝子  （奥村） 

牧野 暉子 （花崎） 

増田 光春 

松下 俱子 （三木） 

萬石 敏夫 

南 ひろ子 （石川） 

宮治 美江子（黒部） 

村田 守昭 

百塚 健一 

百塚 正恵 

百塚 竜一 

森下 あつ子（高田） 

盛田 秀夫 

森田 真知子（栗原） 

森本 健司 

矢澤 宏子 （内山） 

安川 清一 

柳 健一 

山崎 亜子 （伊藤） 

山崎 久子 

山田 紀代 （堀越） 

山田 里絵子 

山田 良子 

山寺 健基 

大和 健二 

大和 秀一 

山本 純代 

鎗田 宝栄  （劉） 

横山 恭二 

横山 登・俊夫 

与謝野 馨 

吉田 恵子 （大塚） 

吉田 進 

米本 玉江 

脇村 聡子 

脇村 仁樹 

脇村 茉莉子 

鷲崎 文彦・康子 

和田 富士子（鈴木） 

渡辺 邦子 

渡辺 澄 

渡辺 博・邦子（間宮） 

渡辺 誠 

渡辺 雅弘 

＊前号を修正しました、記載漏れなどがありましたらお知らせください。 






